
僕の場合は、高校のときには社会科学
や経済学の研究者になろうと思っていた。
社会の問題を解決するのは経済学だと考
えていたので、社会の医者としての経済
学を将来研究するのが僕のテーマだった。
ところが高校生なんて多少問題意識が
あっても、なんの知識も経験もない。そ
して大学に入って、生協の活動や講義を
通していろんな出会いがあり、大学院に
入るときにはマーケティングをやろうと
いう考えに変わった。財政学とかじゃな
くて、私たちの暮らしに影響を与える、
日々の暮らしを応援する学問をやりたい
と思って。
目標を持ったほうがいいと思うけど、

目標通りにいかなくても失敗じゃないか
ら。逆にうまくいかずに、いろんな出会
いで変わっていくのが人生なんだろうな、
と思っています。

マーケティング・流通・商業を専門に
やっているので、「単純にこれを研究し
ています」って言うのは難しいね。今は
京都という街、京都というブランドを
テーマにして研究に取り組んでる。例え
ば、京都の伝統産業の調査をしたり、商
店街の取り組みに関する調査や提言をま
とめたりしています。
他には、インターネットを使った新し
い動きの中でマーケティングがどう変
わっていってるか、というのがもう一
つの大きな研究テーマですね。最近では
mixiやTwitterなどのソーシャルメディ
アが、マーケティングを変えようとして
いることが興味深い。
また、消費者が参加して作っていく組
織である生協のマーケティングにも関
わっていて、生協の消費生活についてま
とめた『現代生協論の探求』という本も
共著で出しています。

インターネットは、興味があることを
追うのには向いているけど、興味がない
ことにはあまり出会わない。内向型の人
間を作ってしまう傾向がある。それを防
ぐものの一つが、Twitter。Twitterは自
分が興味ある人をフォローしたつもりで
も、フォローした人が自分の興味あるこ
とをつぶやき続ける保証はない。突然
まったく別のことに出会う可能性があ
る。僕は4,000人近くにフォローされて
るけど、授業のことだけでなく、子ども
やマンガのこともつぶやいてる。だか
ら4,000個の出会いを生むかもしれない。
そういったことがTwitterの魅力です。

　―ありがとうございました。

楽天が社内公用語を英語にしたことで、
面倒だとか、英語ができて仕事ができな
い人間が出世するようになる、とか言う
人がいる。でも仕事ができない人間が出
世するはずないから、結果的には英語も
仕事もできる人間が育つことになります。
京大を卒業して、社会でそれなりの活躍
をしたいんだったら、TOEICで800点は
取らないと。それでも実際、国際社会で
通用する英語じゃない。TOEICで800点
を取ったり、大学４年間のうち１セメス
ターくらいは海外に出て行ったりするこ
とがスタンダードにならないとおかしい

統計を取れば何か違いはあるかもしれ
ないけど、変わってないといえば変わっ
てない。自分から発信する人は少なかっ
たし、今が悪いとかはない。学生が未熟
なのは学生だからだし、夢見がちなの
も、くだらないことで落ち込むのも、そ
れは学生だから。政治的な関心とかもそ
う。学生は自分の考えだと思っているけ
れど、実は社会に流されているだけなん
だよ。大人も流されているけれど、学生
はもっと顕著で、自覚がない。「自分は
こう思っているんだ！」と一生懸命言う
学生がいるけど、ほとんどの人が受け売
り。受け売り以外言えるわけがない。ま
だそんな知識も経験もないのが学生だか
ら。20年前も30年前も一緒。だから君
たちがもし1960年代に生まれたら、ゲ
バ棒持ってたかもしれない。でも今じゃ
そんなの考えられないでしょ？　それは
その時代の雰囲気の問題で、学生が悪い

わけじゃない。だから今の学生が昔の学
生と比べてどうとかはないけど、現在の
社会状況が学生にどういう影響を与える
かは言える。これは学生論を言っている
のではなくて、今の時代をどう見るか、
ということです。

Twitter（ツイッター）とは
ブログとチャットの中間のようなコミュニケー
ションサービス。140字以内で「ツイート（つぶ
やき）」を投稿する。ほかのユーザーをフォロー
することで、つぶやきをチェックできる。日本の
月間利用者数は2010年４月時点で約1,000万人。

学問と出会い Twitterの魅力 よね。そうじゃない限り、君たちはどん
どん少子化、高齢化で縮小していく国内
市場だけをターゲットとしている産業で
しか働けない。そんな産業で大きな役割
を果たすのも難しいし、当然ビジネス
チャンスも限られる。
学生時代っていうのは時間と暇があっ

て、責任を取らされない立場だから、恥
はかくけどほとんど問題にならない。学
生だから許してもらえるって意味では、
学ぶのに向いてる時代なんだよ。
昔は大学時代に麻雀ばかりしていても

麻雀の能力で出世してた。今どき、麻雀
力を身につけても多分だめだね、そうい
う時代じゃないから。終身雇用神話が崩
れた今、大学で専門を学ぶ、留学する、
ボランティアやインターンシップに取り
組む、ということを社会が要求している。
学生にはもっとグローバルな視点を持っ
て活動してほしいね。

Twitterは授業でも導入しています。
例えば月曜１限（前期）の「現代の経営
学」という授業で、学生の発言を取り上
げたり、そのやり取りを京大以外の人が
見て発言したりしました。でも学内のイ
ンフラ設備が遅れていて電波が弱かった
り、学生がTwitterをしていなかったり
して、つぶやいてくれることは少なかっ
た。基本的には学生が自主的に参加して
もらって、モチベーションをあげること
が大事なので、強制的に成績評価につな
げることはしません。でも授業でわから
ないところをレスポンスしてもらうこと
で、僕は補足コメントができる。同じ内
容を違う切り口で説明することで、わか
る人にはわかる。授業にTwitterを導入
することで、学生からの質問を聞きやす
くなったり、どこかの社長や経営コンサ
ルタントなど、学外の人の意見も聞くこ
とができたりする。それが利点です。

一つ目は、どの分野でもいいから読ん
で意味がわからない本。難しい本と格闘
しているうちに部分的にわかるようにな
る。それが考えるっていう行為なんだよ。
特に古典と呼ばれる本はいいと思う。社
会人になると忙しいから、古典とか読め
るのは学生時代だけ。
二つ目は英語で書かれた本。今まで一

冊も通読したことがない人は、易しい童
話でもいいから読み通す体験をしておく
べき。翻訳するという行為を忘れて、英
語だけを読んでイメージできるようにな
るのが大切。
三つ目は本とは少し違って、21世紀

としては不適切かもしれないけど、新聞
を読むことは重要だと思う。ネットの
ニュースもあるけど、情報の網羅性と内
容の深さで弱すぎる。新聞は世の中で起
こっていることを網羅的に連続して見る
ことができるのが良いところかな。若林 靖永

経済学研究科・経営管理大学院

教授
今月は授業にTwitterを導入されてい

る経済学部の人気教授、若林靖永教授に
お話を伺った。 （触媒）
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散歩中、道端で大きなカメがあお向けになって足をばたつかせ、助けを求めて（？）いた。ひっくり返すと、元気に歩いていった
（医・１　mango）

⇒あとで使者が来るはずです。 （煙の出る箱に注意；編）

雨の日は新しい傘がさせるから好きだ。雷の日は子供の気持ちになれるから結構楽しい。 （法・２　maru）
⇒晴れの日は洗濯物が良く乾き、曇りの日は涼しく、雪の日はきれいな銀世界。 （そんなポジティブシンキング；編）


